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系スタートアップ／メイカーとそのエコシステムを紹介した（木村 2016b）3, 4, 5。執筆にあた
って筆者は、高須正和氏（チームラボ）が企画する第 4 回ニコニコ技術部深圳観察会（2016
年 4月 13日～16日、表 1）に参加した。本レポートでは、第 5回ニコニコ技術部深圳観察会
（2016 年 8 月 15 日～17 日、表 2）に参加した成果を前レポートに増補改訂するかたちで報
告する 6。観察会に参加することで深圳経済の新しい動きをあらためて知ることができたこと






表 1 第 4回ニコニコ技術部深圳観察会 
月・日 訪問先 
4月 13日 深圳矽递科技有限公司（Seeed Technology Limited） 
光陽模具製品（深圳）有限公司（Guangyang Molds Products Co., Ltd. (Shenzhen)） 
深圳市豊達興線路板制造有限公司（Shenzhen Hopesearch PCB Manufacturing Co., Ltd.） 
4月 14日 深圳開放創新実験室（Shenzhen Open Innovation Lab；SZOIL） 
深圳市楽美客科技有限公司（Shenzhen LeMaker Technology Co., Ltd.） 
深圳市創客工場科技有限公司（Shenzhen Maker Works Technology Co., Ltd.） 
創世訊聯科技（深圳）有限公司（Jenesis (Shenzhen) Co., Ltd.） 
4月 15日 深圳市賽格創業匯有限公司（SegMaker） 











6 第 1回～第 5回の調査結果と深圳における新しいモノづくりの動きについては、高須ほか（2016）や、参加者がインターネッ
トにアップした記事に詳しい（http://ch.nicovideo.jp/tks/blomaga/ar1090136）。 
 http://www.ide.go.jp 
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表 2 第 5回ニコニコ技術部深圳観察会 
月・日 訪問先 
8月 15日 敏捷製造中心（Agile Manufacturing Center；AMC。Seeedの一部門） 
景豐電子有限公司（Shenzhen Kingvinew PCB Co., Ltd.） 
深圳創想未来機器人有限公司（NXROBO） 
Kitten Technology Co., Ltd. 
8月 16日 深圳開放創新実験室（Shenzhen Open Innovation Lab；SZOIL） 
深圳市格外設計経営有限公司（inDare Design Strategy Limited） 
柴火創客空間（Chaihuo Makerspace。Seeedの一部門） 
深圳市創客工場科技有限公司（Shenzhen Maker Works Technology Co., Ltd.） 
創世訊聯科技（深圳）有限公司（Jenesis (Shenzhen) Co., Ltd.） 
8月 17日 HAX（旧 HAXLR8R［ハクセラレーター］。SOSV LLCの一部門） 
賽格国際創客産品展示推広中心（賽格創品、SEG Cpark）の見学 











ある Bazaar などがある。また、メイカースペースの柴火創客空間（Chaihuo Makerspace）を
開設しており（写真 2左）、柴火が中心となってメイカーのイベント（Maker Faire Shenzhen）
を開催してきた。柴火には、李克強首相が「双創」を盛り込んだ政府活動報告を公表（2015
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写真 3 HAX 
  
  







金提供であれば 6％、10 万米ドルであれば 9％の株式を取得し、最終的にはスタートアップ
がIPO（新規株式公開）かM&A（合併・買収）でエグジットする際に資金回収することを目
指す。卒業チームの出自と割合は、北米が約 60％、欧州が約 20％、アジアが約 20％（中国
                                                   
8 これは HAXのなかでも深圳を中心に行われる Acceleratorというプログラムの内容だ。より大きな事業規模にするため、サ
ンフランシスコで行われる Boostというプログラムもある。 
 http://www.ide.go.jp 








山区政府と中国科学院深圳先進技術研究院（Shenzhen Institutes of Advanced Technology, 
Chinese Academy of Science）は 2014年、深圳国際創客中心（International Maker Hub）やここ
をベースにした中科創客学院（Maker Institute, CAS）を設立した 9。また、深圳市は 2015年、
中央政府の関連政策を受けて、「深圳市促進創客発展三年行動計画（2015–2017年）」を発表し
ている（深圳市人民政府 2015）。同計画によれば、市内に「創客中心」（メイカースペースや













外設計経営有限公司（inDare Design Strategy Limited）を始めとした多くのデザイン企業が入
居している。つぎに、SegMakerは、深圳市所管の国有企業である深圳市賽格集団（Shenzhen 
Electronics Group）によって設立されたオフィス・スペースだ。開設にあたっては、DMM.com
の DMM.make AKIBA も参考にしたようだ。入居企業は、ロボット作成プラットフォーム企
業を含めまだ 6社（2016年 4月時点）であり、本格的な発展はこれからだ。また、賽格集団




                                                   
9 中国科学院（Chinese Academy of Sciences；CAS）は 1949年設立で、中国自然科学研究における最高学術機関である。 
 http://www.ide.go.jp 
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業の存続は難しい。そのため、光陽では従業員の約 10％にあたる 10 数名が、豊達興では同
約 5％の約 20名がR&D人員である 10。また、景豐も数名のR&D人員を有しているとのことで
あった。どのようなスペックの生産設備を持ち、どれくらいの人月を技術開発にあてるのが
                                                   
10 顧客の要望に応えるための技術開発であるのため、それに関わる特許などの知的財産権を有しているわけではない。 
 http://www.ide.go.jp 






写真 6 製造企業 

















http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
 
9 










台を調達するための予算も約 4 万米ドルに抑えられる。100 台程度の際も、金型を用いた量
産を選択すべきではなく、3Dプリンターやコンピュータ数値制御（CNC）工作機械を用いて
























ングの基礎を学ぶことのできる Codeybotで、すでに Kickstarterでの資金調達にも成功した。 
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街はその姿を少しずつ変化させている。HAX や SegMaker を拠点にする起業家は模倣品も多





























                                                   
13 イノベーションを分類する際、マーケットプル型（あるいはディマンドプル型やニーズ主導）とテクノロジープッシュ型（あ





（Kimura 2014；木村 2016d）。 
 http://www.ide.go.jp 




























































年 2月 21日閲覧。 
木村公一朗（2016a）「中国：『創新（イノベーション）』政策が広がり、『創新』は広がるか？」





















（http://www.newsweekjapan.jp/marukawa/2016/07/post-16.php）、2016年 7月 26日閲覧。 
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